
























茨城県常総市在住の高齢者を対象に、さらに 1 年後の追跡研究を実施した。2013 年の研究対象
者 412 名（58-90 歳、男性 35 名、女性 377 名）、2014 年の研究対象者 412 名（56-93 歳、男性 38
名、女性 275 名）、2016 年の研究対象者 292 名（57-95 歳、男性 36 名、女性 256 名）、2017 年の




健康に関する項目（社会関連性指標）、である。また、2013 年、2016 年、2017 年に血圧測定と体
力測定（TUG（Timed up and go test）、握力、開眼片足立ち）を実施した。被災時における精神的




2013 年・2017 年の両方の調査に参加していただいた 46 名（2013 年で 54-85 歳、男性 1 名、女
性 45 名）を 2015 年の鬼怒川大洪水の被災者（n = 22）と非被災者（n = 24）を居住地区で 2 群に
分けた。被災から 2 年後の 2017 年における被災群と非被災群の間で差の検定をしたところ、MFS
スコアに有意な差が見られた（被災群：10.7 ± 3.2、非被災群：8.8 ± 3.9、p < 0.05）。 
2017 年と 2013 年の変化量を算出し、被災群と非被災群で差の検定を行なったところ、同じく
MFS のスコアに有意な差が見られた（被災群：-1.2 ± 2.9、非被災群：-2.7 ± 2.2、p < 0.05）。 
表 1 に、先行研究で着目した生活満足感、自己効力感、社会関連性、MFS と、CPS 及び抑うつ
との相関分析の結果を示す。2013 年の体力自己効力感と 2017 年の抑うつスコア、2013 年の社会
関連性と 2017 年の CPS に負の相関が見られた。また、2013 年の FMS スコアと 2017 年の抑うつ
スコアに負の相関が見られた。すなわち、2013 年の体力自己効力感・MFS スコアが高いと、被災




表 2 に、質問票の内容と体力測定の結果との相関分析の結果を示す。2013 年の収縮期血圧と
2017 年の MFS に負の相関、 2013 年の開眼片足立ちと 2017 年の MFS、体力自己効力感に正の相
























*p < 0.05, **p < 0.01  
 
 







*p < 0.05, **p < 0.01  
 
MFS CPS 抑うつリスク
生活満足感 - - -
体力自己効力感 0.59** - -0.60**
社会関連性 - -0.51* -





収縮期血圧 -0.46* - - - -
開眼片足立ち 0.52* 0.57** - -0.43* -
TUG -0.61** -0.53* - 0.63** -
全身の筋肉量 - - - - 0.45*
足の筋肉量 - - - -0.57** -
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